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時枝油絵展開催左
～ふるさと美術館で8月27日まで～

の

左
時
綴
油
絵
展

と
や
ま
国
体
を
盛
り
上
げ
ま
す

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ま
ち
の
う
ご
き

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報
室

あ
さ
ひ
の
美
術

2 

⑤ 広報あさひは資源深譲のため湾生紙を使用しています
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広
報
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
大坊に描き上げて

" ~ 

昔、

たい

花の持つ美｛

4昼、

に
表
現

制
川
町
山
内
好
で
テ
レ
ビ
や
映
州
で

前
雌
中
の
か
民
催
、
ド
化
川
政
さ
ん
の
州

民
「
じ
仕
叫
肢
油
絵
似
」
が
ア
ハ
日

什
に
、
ふ
る
さ
と
夫
術
断
で
附
似
し

ま
し
た
何

十
化
さ
ん
は
女
悩
業
の
合
聞
を
み

て
、
胤
以
一州
を
附
い
て
い
ま
し
た
が
、

5
年
前
に
絵
凶
の
川
で
あ
る
点
、

市

川
内
．
さ
ん
に
「
灯
き
な
花
を
附
い

て
み
た
ら
」
と
勧
め
ら
れ
、
花
を
テ

ー
マ
に
本
棉
的
に
捕
さ
始
め
ま
し

A展示作業を行う左鰐織さん

た
川
版
に
は
、
近
年
に
附
か
れ
た
油

絵
臼
点
を
民
心
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

や
パ
ラ
、
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
、
化
の
芯
に
山
…
山
…
を
あ
て
、

火
山
な
構
凶
で
幽
刷
い
っ
ぱ
い
に
い
化

を
揃
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
さ
ん

の
ご
主
人
で
あ
る
市
川
以
ニ
・
5
ん
の

金
属
を
ぷ
材
に
山
を
テ
l
マ
と
し
た

彫
刻
作
品
川
ω点
も
あ
わ
せ
て
民
・
4
。

『
花
」
と
「
府
』
が
川
い
を
引
き
立

て
る
よ
う
に
枚
ん
で
い
ま
す
。

左
時
枝
さ
ん
に
聞
く

左
時
枝
油
絵
展
の
開
会
に
あ
た
り
、
ふ
る
さ
と
朝
日

町
を
訪
れ
た
左
時
桟
さ
ん
。
映
画
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
す

る

一
方
、
5
年
前
か
ら
花
を
テ
l
マ
に
本
格
的
に
絵
画

を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
あ
さ
ひ
で
は
、
左
時
枝
さ
ん
に
、
作
品
づ
く
り

に
対
す
る
思
い
や
今
後
の
活
動
な
ど
に
対
し
て
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

聞
き
手

広
報
あ
さ
ひ

ー
い
っ
ご
ろ
か
ら
絵
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
か
1

す
ぐ
仁
の
姉
が
走
大
に
辿
っ
て
い

て
、
油
絵
を
附
い
て
い
る
泌
を
よ
く

は
て
い
ま
し
た
，
そ
ん
な
こ
と
か
ら

油
絵
に
興
味
が
あ
り
風
以
州
な
ど
を

揃
い
て
い
ま
し
た
が
、

5
作
山
か
ら

本
栴
的
に
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ω

払
の
川
り
は
花
の
先
小
い
を
し
て
い
た

約
締
か
ら
か
、
山
化
を
生
け
た
り
、
打

て
た
り
す
る
の
が

M
き
で
、
私
h
H
身

化
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た

ん
な
時
、
「
化
を
附
い
た
ら
｝

と

刷
会
式
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

続
き
、
ト
什
い
さ
ん
と
し
巾
川
さ
ん
が
作
品

を
附
説
。
米
財
μ
れ
は
．
一
人
の
説
明
に

バ
を
傾
け
な
が
ら
、
生
命
力
溢
れ
る

作
品
を
制
立
し
ま
し
た
。

川
以
は

8
月
幻

U
ま
で
開
催
さ

れ
、
則
問
小
は
無
休
と
な
っ
て
い
ま

す
。
花
の
生
命
力
を
大
仰
に
炎
現
し

た
作
品
の
数
々
を
ぜ
ひ
、
ご
観
賞
く

だ
さ
い
。

「
花
』
を
テ

う
ド
人
の
納
め
も
あ
り
、

ー
マ
に
州
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ー
花
の
芯
に
焦
点
を
あ
て
、
作
品
を

描
い
て
い
ま
す
が
｜

ル化
H

心
は
、
化
の
中
で

一
喬
き
れ
い

な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
生

命
が
泌
作
に
す
る
部
分
に
魅
か
れ
る
の

か
ち
し
れ
ま
せ
ん
絵
の
帥
で
あ
る

主
人
が
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
は
’
H
山

な
ん
だ
よ
。
阿
を
や
っ
て
も
よ
く
て
、

決
ま
り
ご
と
の
な
い
肘
仰
が
絵
な
ん

だ
か
ら
」
と
パ
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、

と
て
も
以
持
ち
が
淡
に
な
り
、
川
町
き

な
よ
う
に
附
い
て
い
ま
す

ー
今
後
、
描
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
は

あ
り
ま
す
か
｜

ま
だ
ま
だ
い
化
を
描
い
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
花
と
向
き
行
っ
て

い
る
と
、
食
が
を
す
る
こ
と
も
忘
れ

る
く
ら
い
絵
に
没
到
し
て
し
ま
い
ま

す
。
化
は

一
年
を
か
け
て
よ
う
や
く

咲
き
ま
す
。
そ
う
い
う
健
宗
な
い
化
の

五
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
附
い

て
い
き
た
い
で
す
ね

ー
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
、
向
か

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
｜

ル
ぷ
川
や
映
州
は
ト
八
勢
の
人
や
ス
タ

ツ
フ
と
の
協
川
作
業
で
、

州
F
の
こ

と
を
々
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

そ

で
も
絵
は
、
’
H
分
，
人
の
制
約
の
な．、、，j

 

い
け
山
な
時
川
が
持
て
ま
す

で
川
か
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
剛
山

・調・

...開会式て・のテープカット

在
時
伐
さ
ん
が
出
川
糾
し
て
い
る

映
州
「
あ
か
ね
色
の
岱
を
は
た
よ
」

の
し
映
会
が
ア
ハ
ロ
ハ
と
同
日

の
2
H川
、
サ
ン
リ
l
ナ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
映
州
は
、
．
小
牧
校
で
川
し

ん
だ
主
人
公
が
、
仲
川
や
先
生
に

い
え
え
ら
れ
、
人
生
へ
の
ふ
引
を
見

い
出
し
ぷ
・
ち
しし
eか

っ
て
い
く
む
を

力
強
く
附
い
た
作
川
で
す

上
映
会
に
は
、
町
内
の
小
乍
5
、

6
年
中
』
と
朝
日
中
ぺ
十
枚
の
川
悦
を

は
じ
め

一
般
の
い
力
な
ど
2
H
mで

約
1
．

4
0
0
人
が
削
日
。
同

川
に
は
ト
化
川
町
怯
さ
ん
の
抑
品
川
あ
い

さ
つ
も
行
わ
れ
ま
し
た
じ

こ
の
映
州
を
機
会
に
・
米
山
地
や
地

域
ぐ
る
み
で
、
子
供
の
こ
と
を
々

え
て
い
き
た
い
・も
の
で
す
ね

a

－

S
愉目
1
U

．副’P
聞伊
守
－．

J

へz
－

司
｝

4
i噴
、

一

日
U

気

．．
 

映
画
「
あ
か
ね
色
の
空
を

見
た
よ
」
上
映
会
を
開
催

く
、
楽
し
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
訟
も
役
荷
も
待
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
共
辿
以
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
仰
ち
ん
が
に
も

違
い
が
あ
り
、
絵
は
九日に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
絵
を
州
く
よ
う
に
な

っ
て
、
待
っ
て
い
る
こ
と
が
、
す
ご

く
ト
八
切
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ー
ふ
る
さ
と
の
朝
日
町
で
個
展
を
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思

い
ま
す
か
｜

例
似
を
聞
く
の
は
2
川
口
と
な
り

ま
す
が
、
と
て
も
恥
ず
か
し
い
で
す

ね
。
’H
分
の
本
来
と
し
て
い
る
、
映

州
や
純
計
な
ら
い
い
ん
で
す
け
ど

：
。
絵
は
本
当
の
中
身
を
附
い
て
い

る
の
で
、
’
U
分’
川
身
が
けん
岐
ら
れ
る

と
い
う
よ
う
な
以
が
し
ま
す
の

私’
H
’U司が

．
生
懸
命
州
い
た
ち
の

が
、
作
品
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

比
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

...左DH買さんと夫の市田醤ーさん

mi・
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町
か
ら
火
を
引
き
縦
ぎ
、
桜
町
同
地
、

役
川
明
、
さ
み
さ
と
小
川
子
校
な
ど
を
辺

り
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
ま
で
の

6
R

問
、
日
キ
ロ
で
行
わ
れ
ま
す
。

リ
レ
ー
に
は
、
小
学
5
年
生
か
ら

郎
歳
ま
で
乃
人
が
、
ロ
、
日
人
制

成
の
リ
レ

l
隊
で

6
K聞
を
リ
レ
ー

し
ま
す
。

交
付
式
に
は
、
リ
レ

l
点
斤
や
・
家

政
な
ど
附
係
行
約

l
2
0
人
が
山

席
。
木
村
教
内
長
が
、
得
区
間
の
リ
レ

i
隊
長
に
愛
射
状
を
下
渡
し
ま
し
た

こ
の
後
、
今
後
の
A
H
M
滞
納
H
会
や

リ
レ
！
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盛り上げます！
ー町内の小学5、6年生が

ヂトラクションの合同線習ー

を式始関
川
で
聞
か
れ
る
と
や
ま
川
体
バ

レ

ー
ボ
ー
ル
の
附
始
式
を
慌
り
上
げ
よ

う
と
、
川
州
の
小
学
5
、

6
年
午
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
糾
刊
が

5

M
末
か
ら
や
什
小
学
校
で
始
ま
っ
て
い

4
5

一勝
ま
す
。

同
体
実
行
愛

μ会
で
は
、

ち
に
思
い
山
に
伐
る
ト
八
会
に
し
よ
う

と
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
金
州
。
杭
脱
妙

f
さ
ん
と
大
川
都
さ
ん
の

2
人
が
指

将
し
て
い
ま
す
。

川
氏
慌
た
ち
は
、
川
体
テ
l
マ
ソ
ン

グ
「
あ
い
の
胤
』
や

「
ヒ
ス
イ
御
山
」

な
ど
を
編
集
し
た
山
に
合
わ
せ
、
各

校
で
削
り
を
線
内
し
て
き
ま
し
た
。

ア
川
は
け
に
は
、

川
内
4
小
学
校

の
5
、
6
年
生
3
0
5人
に
よ
る
初

め
て
の
行
川
糾
仰
を
サ
ン
リ
l
ナ
で

実
胞
今
後
、
本
治
ま
で
に

3
川
の

線
開
を
行
う
予
記
に
し
て
い
ま
す
。

九／汁一a／f
〆

選
手
ド
た

-. 

2
0
0
0年
国
体
大
会
館

｛第
1
区
間
｝

（
な
な
い
ろ
K
A
N
i明
日
‘
む

f
）

短
火
保
持
者

内
出
竜
也

リ
レ
l
隊
長

坂
本
店
範

大
会
旗
保
持
者

占
川
h
k
冗
円
、
鈴
木

出
介
、
民
能
刊
行
、

下
川
判
怖

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
旗
保
持
者

行ト門ん
J

．
、
大

nmm．
、
山
一
札
筒
、
篠

川
義
弘
子

随
走
者

桃
川
郎
川
内
、
民
作
列
樹

｛第
2
区
間
｝

（
川
川
川
屯
f
i桜
川
川
地
）

短
火
保
持
者
小
酬明持

リ
レ
l
隊
長

近
江
倣

大
会
傾
保
持
者
山
本
問
、
消
水
結
、

川
村
長
山
、
刈
側

一
制

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
旗
保
持
者

Y
H
M
j
ゆ

J
m
w
、
h
川
内
川
ゆ
ゾ
町
山
w

，リ
、む
n
・1
J
1
h
、

7
g
i
l

l
d
t
i
l

ノ

j
t

市
小
島
忠
理

随
走
者

水
品
川
内
小
、
山
水
あ
か
り

｛第
3
区
間
｝

（
悩
川
川
地
1
サ
ン
リ
1
ナ）

坦
火
保
持
者

今
井
時
人

リ
レ
l
隊
長

女
述
盛
時

大
会
館
保
持
者

t
比
述
雄
、
清
水

山
人
、
名
越
川
一
山
、．
k
l胤
成
．． 

身
障
害
ス
ポ
ー
ツ
大
会
頒
保
持
者

政
辺
降
4

川
、
抑
沢
和
学
｛
介
助
行
・
柏

木
爺
栄
）
、
沢
問
問
f
、
氷
山
久
美
子

随
走
者

大
介
刊
帆
、
水
比
大

国体会場を

花いっぱいに
ー町内の保育所園児・小申学生に

1人1プランターを配布ー

2
0
0
0年
凶
体
を
慌
り
七
げ
、

選
千
た
ち
を
化
い
っ
ぱ
い
で
迎
え
よ

う
と
、
町
内
の
小
中
川
ア
一
枚
、
保
有
所

・理目

・
矩
火
リ
レ
ー
朝
日
町
リ
レ
E
走
者

｛第
4
区
間
｝

（
サ
ン
リ
l
ナ
1
明
日
川
役
場
）

煙
火
保
持
者

上愛
m場
利尚
） ~ 県

リ
レ
l
隊
長

(-

飯
111 
｜’1 
rn 
近 if..
~i: ，~ 
11'1：誠
ill 

狩
行
純

大
会
瓶
保
持
者

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
旗
保
持
者

首稲

!k 
也

4~ 
美
J J 

米
州
明
日

橘
沙
織

随
走
者

・2花
川
’
－
L

H

h

f
、

l
J
i
t
 

ぃ以
咲
樹

｛第
5
区
間
｝

（制
川
町
役
州場
5
さ
み
さ
と
小
中
松
）

矩
火
保
持
者

』
島
問
Z

J
H．
山

M
u
s
’q寸

平
野
川
山
台

大
会
館
保
持
者

小
伶
知
虫
、
宇
川

口
川
町
、
山
川
将
火
、
雌
川
実
加
子

リ
レ
i
隊
長

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
館
保
持
者

ak
u
h
y
I
L
、
ド
の
U
U
H
h
、
．
内
ド
1．、れや、

4
l
hγψ
帯

1
H
A
l

i
－－
，‘

抑
洋
久
↑山中

随
走
者

脇
山
附
、
ド
伴
訪
繊

｛第
6
区
間
｝

（
さ
み
さ
と
小
山
下
校
1
ア
ゼ
リ
ア
）

’SH
H
M
H
H
H
円陀

－h
却
h14叫
U
H
m必相

短
火
保
持
者

b
小
山
治
来

大
会
館
保
持
者

住
計
二
的
、
山
石
井

聡
、
竹
ハ
介
修
午
、
川
村
ハ
ぷ

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
保
持
者

リ
レ
l
隊
長

凶
湘
桁
也
、

品川
也

公

H
U
m引、

F
1－

r
日

司
1
H
H
，
ノ
手
↑

随
走
者

小
林
千
怜
、

3

J
，b
』
川

1
ド

UA吋

’m主
主
L
L
E
H

．． ・・・．

〆
4F

ιw

，
B
 

VJ
d

一一

括

1
w

E

ぬ
け
」
閥

t

・
』
固

い

’

嶋

人幽

s

J
山町

の
川
悦

－
M
削
ん
た
ち
が
『
化
い
っ
ぱ

い
巡
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

G

町
で
は
以
休
み
仰
の
ア
川
中
に
町

内
の
小
学
5
、
6
年
生
と
初
日
中
学

校
、
行
保
有
所
に
l
人
1
プ
ラ
ン
タ

｜
ず
つ
配
布
川
慌
た
ち
は
ヒ
マ
ワ

リ
や
べ
コ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

9

m矧
の
前
を

I
向
’
に
柄
、
ぇ
、
今
後
、

ぶ
の
管
理
や
肥
料
ま
き
な
ど
の
償
請

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
児
慌
た
ち
が
打
て
た
い
化
は
、

川
体
附
依
時
に
、
会
均
川
辺
地
γ

駅、

朝
日
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
道
路
を

は
じ
め
、
選
手
た
ち
の
制
的
所
に
ち

飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

－ －ーーーーー帽圃－哩

mii・
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自
然
環
境
を
守
り
た
い

ぬ
川
M
m
物
デ
ー
タ

フ
γ
イ
ル
を
山
品
川

野
沢
俊
哉
さん

（
栄
町
・
持
政
）

「公
わ
れ
て
い
く
’
H
然
脱
出
引
を
似
・げんさ

せ
た
い
」
と
、
野
川
さ
ん
は
れ
分
の
川
町

大
久
保
武
蔵
くん

桜
町
の
大
久
保
太
郎

・
玲
英

さ
ん
失
点
の
長
男

（平
成
問
年
9
n3
H午．）

小こ
宗さ世 林？
二Eん川－.－－
10夫 の ノ3ま

年妻小 ！士の林 iltnJO巨＿ 111u 

月妄 幸 ち
17 
目 千ん
喜代

子

み
や
条
件
に
あ
っ
た
泊
M
M刷
物
を
選
べ
る

コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
l
ソ
フ
ト

「
辺
川
刷
物
材

料
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

2
0
0
0」
を
附
活
。

必
引
行
に
は
蜘
辺
刊
の
み
で
制

ωし
て
い

て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
は
、

2
9
5州

知
の
樹
木
併
、

1
1
9
M州
知
の
い
い
い
化
知
な

ど
に
分
頼
。
樹
上
小
で
は
、
樹
一品
や
土
岐
成

分
、
ル
化
の
色
な
ど
同
川
引
け
の
特
性
を

．

m

に
し
て
明
示
し
て
あ
り
、
必
変
項
同
を
入

力
す
る
と
、
川
町
み
や
条
件
に
あ
っ
た
以
迎

な
柄
物
を
検
泌
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
学
で
開
発
と
凶
出
の
か
か
わ
り
を
学

ん
だ
肝
沢
さ
ん
は
、
「
開
発
す
る
に
し
て

も
れ
然
環
岐
を
守
れ
な
い
か
』
と
思
い
な

ち
、
昭
和
句
作
に
以
初
の
ソ
フ
ト
を
製
作
。

中

I
初
は
A
K
川
の
ト
仁
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
開

数
が
り
川
れ
た
た
め
、

a

川
町
川
に
山
以
し
、

加
料
で
ソ
フ
ト
を
力
け
て
い
ま
す
。

野
沢
さ
ん
は
別
代
、
小
川
川
明
を
附
く
的

ら、

’H
然
関
凶
と
附
発
に
つ
い
て
の
研
究

論
文
を
丹
く
た
め
、
勉
強
を
続
け
て
い
ま

す
。
「
身
近
な
刷
物
ゃ
れ
然
関
山
川
に
刈
す

る
愛
約
を
持
つ
人
が
刑
え
、
次
前
代
に
も

安
心
し
て
受
け
継
い
で
も
ら
え
る
同
士
の

形
成
に
役
以
て
ば
」
と
河
川
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
希
望
者
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
l
伎
と
返
じ
川
の
切
子
会
』
川
此
し
て、

制
け
町
平
剛
2
4
6、
野
沢
俊
品
さ
ん
ま

で
中
し
込
ん
で
く
た
怠
い
川
川
市
門
げ
は

位

1
1
0
6
7
で

r
さj聞かさん

お年寄りとのふれあいを楽しみに
I有磯苑で何かお手伝いができればいいねjと壁面装飾

をはじめて3年自になります。メンバーは4人で、月に数

回、有磯苑を訪問しています。

またいらっしゃったがけJ玄関に入ると「あんたたち、

首一
U

か
な
う
と
い
い
な
あ

藤

田

実

加

子

さ

ん

（若
草
町
）

さ
み
さ
と
小
学
綬
六
年

私
の
将
米
の
少
は
、
マ
ン
ガ
・
米
に

な
る
こ
と
で
す
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

私
は
物
語
を
作
る
の
が
好
き
だ
し
、

給
を
附
く
の
も
好
き
だ
か
ら
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
絵
を
描
く
の
が
あ

ん
ま
り
k
千
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
た
く
さ

ん
練
押
し
て
、

斗
将
米
は
、
以
山
川

傑
作
を
拙
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

中
野

遼

く

ん

（境
）

さ
み
さ
と
小
学
綬
六
年

慌
の
将
米
の
少
は
、
利
則
人
に
な

る
こ
と
で
す
町
山
は
、
い
ろ
ん
な

料
理
が
作
れ
て
、
か
っ
こ
い
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
前
に
、
お
父
さ
ん

か
ら
料
聞
の
修
業
を
し
て
い
た
時
の

認
を
少
し
附
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

h

す
ご
く
大
変
そ

・
う
に
思
っ
た
け

ヨ

ど
、
が
ん
ば
っ

円
一
て
、
か
っ
こ
い

a
、
t
t
H
E

‘、．，
JL

，L
長＋
a
J
B
ノ
f
h
f

－

り
た
い
で
す

と迎えてくださる笑顔。うちわに色紙をはって魚、を作った

うれしい言葉が間力、

この活動を始めて本当に良力、ったと

リ、動物に自を描いたりしたとき Iあい、おもしかったやJ

目、いがになったや。ありがとうjと、

れます。こんな時は、

メンバ一一同で富んでいます。

コスモス、クリスマスツリー、

しめ飾りなど身近な材料を使い、季節が感じられる題材を

fまた、来てくれっしゃいjという言葉に励まされて

考えながら一緒に作ってきました。

これまでに、あじさい、

大平知佳さん （19巌橋向Plf)

ー 特別ぶ盟主人ホーム I有磁苑J

I今度何にしょうかねjと私たちも楽しみに集まっています。

これからも日々過I共に学びjI共に育つj仲間として、

ごしていきたいと思っています。

翠

さ

ん

（桜
町
）

五
箇
庄
小
学
絞
六
年

私
の
少
は
、
山
悩
に
な
る
こ
と
で

す
。
山
川
阪
に
な
る
た
め

μ
、
私
は
よ

く
心
を
込
め
て
文
市
を
ぷ
む
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

ア
ニ
メ
や
映
幽
な
ど
の
戸
を
山
す

こ
と
で
、
多
く
の
人
か
ら
う
れ
し
が

ら
れ
た
り
、

M

h

ば
れ
た
り
し

て
、
す
て
き
な

司
附
併
を
出
げ
て

・
い
き
た
い
で

す
企

片
桐

吉

野

誠

幸

く

ん

（下
山
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
六
年

慌
の
将
米
の
拶
は
、
お
も
わ
や
を

作
る
人
に
な
る
こ
と
で
す
‘
即
山
は
、

物
を
作
る
の
が
仰
い
必
だ
し
、
子
ど
も

に
内
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

将
米
は
お
も
ち
ゃ
の
会
付
に
入
っ

て
、
川
出
や
体
の
不
’
川
山
な
f
ど
も
で

も
遊
べ
る
よ
う

な
お
も
ち
ゃ
を

作
り
た
い
で

す
。
山V
が
か
な

う
と
い
い
で

す

社
会
人
一
年
生

今
年
の
4
川
に
社
会
人
に
な
っ
た

ば
か
り
で
す
。
山
引
ト
牝
は
引
磯
山
知
で
給

与
計
算
な
ど
の
会
計
や
郵
便
物
の
受

け
付
け
を
判
中
1
0

ま
だ
ま
だ
削
れ
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
川
り
の
庁
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
仕
引
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、

札川市い
の
流
れ
を
覚
え
、

引
く
．
人
的
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
う

休
み
の
刊
は
、

ぷ
人
と
シ
ヨ
ツ
ピ

ン
グ
や
ド
ラ
イ
ブ
に
川
掛
け
る
な
ど
、

引
が
に
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
（
笑
）
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
も
ト
八

川
町
き
で
、

地
・
べ
の
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
ク

ラ
プ
で
迎
に

2
刷
、
会
凶
大
会
川
均

を
け
桁
し
糾
押
し
て
い
ま
す
。

A
r
作
の
5
川
で
ゆ
成
に
な
っ
た
ば

か
り
で
、
結
婚
の
こ
と
は
ま
だ
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
則
組
の
タ
イ
プ
は
明

、．
、，、
．、

・カ
J
d
L
L

る
く
て
、

お
も
し
ろ
く
、

、、写
L
l

。

S
／
守

E
J
9

、
「

。
’ ’ 

－－－－－ー・・・・・・・”・・・・・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_J 

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛

こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

2
1
2）
へ
司
こ
報
を
。

．圏・
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a

バ／

梅雨らしくない内にも夏に向

かっている中、第7回目を迎え
ら T い

た議翠カップピーチボーlレ大会

を開催しました。最高齢84歳

の選手をはじめ、 65チーム

351名の参加をいただき、熱戦

損
稿
コ
ー
ナ
ー

今
川
の
技
師
コ
ー
ナ
ー
の
テ
l
マ

は

「今
年
の
以
に
し
た
い
こ
と
」
で

す
。
係
に
寄
せ
ら
れ
た
は
か
ぎ
を
ご

制
介
し
ま
す
。

今
年
は
受
験
生
な
の
で
、

と
り
あ

え
ず
阿

A
mへ
行
っ
て
静
か
に
勉
強

し
て
み
た
い
で
す
。
あ
と
、

今
年
の

夏
休
み
は
ま
じ
め
に
部
市
に
行

っ

て
、
人
選
を
ね
ら
い
た
い
で
す
。
で

き
れ
ば
近
く
の
美
術
館
へ
も
何
日
通

い
た
い
で
す
。
今
作
の

μ
こ
そ
克
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
の
夢
で

す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
仰
い
似
）

夏
休
み
。
あ
る
よ
う
で
な
い
よ
う

な山口
μ
休
み
で
す
。
出
川
内
と

μ則
溜
州
内

で
大
生
で
す
。
で
も
l
学
問
は
何
も

や
ら
ず
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
以
休
み
に
山
τ仁
川
山
を
や
り
た
い

な
あ

・。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
瑠
衣
）

ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
を
作
り
、
ネ
ッ
ト (14) 企ユイ

〔
長
生
き
っ
て
何
？
〕
（5
成
山
）

パ
パ
が
川
本
必
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で

い
た
よ

T
〈ん「
そ
れ
飲
ん
だ
ら
ど
う
な
る
が

け
つ
」

パ
パ

「
長
生
き
す
る
が
」

T
〈ん「
な
が
い
き
つ
」

き
ま
し
た
。

と
何
回
も
間

そ
の
う
ち
大
き
く

一
ほ
呼
触
し
て
。

丁
〈ん

「フ
l
フ
l
。
な
が
l
い’以つ
」

民
生
き
と
い
民
い
・
以
の
肋
地
い
で
し

た
。｛オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
）（
5
蔵
児
）

S
ιゃん「
記
山
て
き
た
ね
」

川州
一日常

「本
山
「
や
ね
。
起
だ
け
か
な
っ
・
」

H
く
ん
「
予
も
山
と
る
よ
」

s
t
A
「
ち
っ
ち
ゃ
い
ね
」

保
行
上

「オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
浮
い
て
助

か
ん
ね
。
死
ん
だ
ん
や
ろ
う

カつ

」

上
で
の
必
人
が
削
え
ま
し
た
。

夏
休
み
に
は
も
っ
と
よ
り
・
民
い
ホ

l

ム
ペ

i
ジ
作
り
を

n指
し
て
い
ま

す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
出
揃
＆
行
揃
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
か
ら
の

投
稿
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
ち
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
お

川
氏
り
を
お
仙
ち
し
て
い
ま
す
。

来
月
の
テ
l
マ
は

「将
来
の
夢
」

で
す
。

相
岐
に
つ
い
て
は
趨

な
お
、

行
が
変
わ
ら
な
い
脱
皮
に
制
集
す
る

場
九
日
が
あ
り
ま
す
。

※
投
稿
者
の
皆
さ
ん
へ

「A
f

川
の
テ

l
マ」

に
位
一
制
さ
れ

る
十刀は、

で
き
る
だ
け
イ
ラ
ス
ト
と

は
別
の
は
が
き
に
川
い
て
く
だ
さ

ぃ
。
そ
の
際
に
は
住
所、

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
氏

名
の
射
訓
が
附
る
叫
ん
H

は
氏
名
の
ほ

氏
名
を
必

か
に
悩
名
希
望
や
ぺ
ン
、不
1
ム
を
お

代
日き
く
だ
さ
い
。

を展開。来年の再会を誓って熊

事終了しました。

きて、不登校を経験した原作

者による映画 Iあかね色の空を

見たよJを児童 ・生徒や町民の

皆さんに観賞していただきまし

た。何かを！惑じ得ることを期待

しております。教育には学校 ・

家庭（家族）・地域社会で取り組

む必要性を実感しており、ぜひ

とも提案提言をお願いします。

なお、この映画には当町出身の

女優、左I時枝さんが母親役で出

演しておられます。

ところで、その左さんが数年

前に絵を描いておられることを

知り“ぜひ、ふるさと美術館で”

と申し出ました。7月15日か

ら、 f花と烏Jの特別展を開催

しています。市田喜ーさんとの

夫婦展でもあります。8月27

日まで開催していますので、足

を運んでみてください。女優業

の合間を見つけて、絵に没頭さ

れた作品の数々をご観賞いただ
こ
の

.・

す
る
ん
や
ろ
っ
」

判
くん「
わ
か

っ
た
。
水
川
い
か
ら
休

ん
ど
っ
た
ん
や
わ
｝

（蛾

っ
て

何

に

弱

い

）（
5
歳
児
）

H
〈
ん
「
蛾
っ
て
川
に
弱
い
ん
や
ろ
う

ね
」

S
くん

「
へ
ピ
じ
ゃ
な
い
。
だ
っ
て
良

べ
ら
れ
そ
う
や
に
か
』

γ
くん「
蛾
っ
て
蚊
山
り
紛
及
川
と
ク
モ

に
似
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

み
ん
な
納
仰
の
ぷ
仙
で
し
た
。

鹿
沼
タ
イ
ズ

~®® 

｛問
題〕

①
ふ
る
さ
と
美
術
館
の
在
時
校
民
は

8
川
の
川
口
ま
で
開
供
さ
れ
る
つ

B
げ

H

c 
27 
ト｜

② 
訪日：~ A
狭心ア
カ円
ツ

プ
ピ

チ
オミ

ノレ
全
国

大
会
に
は
何
都
府
引
が
参
加
し

fこ
っ

B 
10 

c 
15 

A 
7 

〔応
募
方
法
〕

食
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
書
い
て

8
月
は

U
（
中

l

日
前
印
れ
幼

ま
で
役
川
柳
総
務
却
硲

主
広
報
係
（
一γ
m
w
’
0
7
9
3制

u

川
泊
．卜
l
1
3
3

へ
送
っ
て
く
だ

，‘ー、

。

l

－，、・・
hv

抽
選
で

3
人
に
凶
占
拠
分
を
プ

レ
ゼ
ン
卜
し
ま
す
。
今
川
の
ψ1
選
行

は
N
A
M
I
Kー
さ
ん
、
締
従
さ
ん

k
i
r
a
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ければと思っております。

もうすぐ2000年とやま国体

の夏季 ・秋季大会が始まりま

す。町民の皆さんには、いろん

な意味で参加をいただきます様

お願いしておりますが、個々人

が思い出に残る様にと、私もし

っかりと考えております。重ね

てご協力のほどを。

(7月18日記）

m!J・



第7国務翠カッフ

π 三一」チ 1］｝~)!J当日六ヨ

第

7
国
務
翠
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
全

国
大
会
が
7
月
8
、
9
日
の
2
日
間
、
朝

日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

「サ
ン
リ
l
ナ
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

印
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
こ
の
大
会
に

は、

7
都
府
県
羽
市
区
町
村
か
ら
3
5
1

名
の
選
手
が
参
加
。
熱
戦
を
通
し
て
さ
わ

や
か
に
友
好
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

タ込書昌一治 主託も宅広レ、、遜$医療の現場から
あ
さ

山：g
元：蚕
純i原
子二完
医霊
長

保
行
所

・
学
校
の
術
科
検
診
で
、

山
由
の
な
か
っ
た
m
w
o引
が
附
か
ら
炎

彰
さ
れ
ま
し
た
。

－
保
育
所
（
き
く
組
）
犯
名

泊
東
部

越
川
収
支
樹
、
氷

μ博
法
、

ト八
村
葉
灯
、
越
取
H

ネ
午
、
山
口
航
平

泊
申
部

大
平
山
沙
、
大
蔵
事
仁
太
、

lu
v
r
・＼

3hr
、
v
f
I川

崎

f
t
h
H
リ，I
－・4
＼

ー
ノ
問
主
A
A
什
有
w
h
m
m
J
W川
L

山
H
H
H

．λソ
aλ

州
本
駿
け
は
、
波
川
～
こ
ニ
ろ
、
近
江
川
火

夫
、
搬
村
肌
大

泊
南
部

坂
雌
千
…
応
、
水
野
正
己
、

中
陣

一
口
、
良
介
下
峡

西

部

隊
川
以
側
、
山
川
必
介

桜

町

松
以
仰
木
則
、
内
刊
行
制
側
、

山中山
ぷ
刷
、
M
M
能
駿
太
、
泊
川
悠
・ぶ

朗
、
水
回
ト
門
パ
奈
美

南

保

川

K
M版
刷
、
近
藤
雅
英

山

崎

じ
伴
和
史
、
木
町
主
人
、

緑
川
丹
帆

大
家
庄

野
村
彩
務
、
百

m桁
助
、

能
登
山
化
織
、
藤
出
健
作
、
出
井
花
木
、

堀
川
桁
口
、

ト八
介

F
和
、
広
沢
桃

入
賞
チ
l
ム

※
男
子
の
部

ひ
す
い
（1
位
）ブ
ロ
ッ
ク

i
似

加

的

A
（
魚
川
市
）

2
似

：

一円
山
（
川
部
市
）

う
み
ひ
こ
（
2
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

－

位

水

沢
Z
官
一相手
以
水
沢
市
）

2
位
般
有
ク
ラ
ブ
A
（
砺
波
市
）

や
ま
ひ
こ
（
3
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

般
行
ク
ラ
ブ
B
（
削
減
市
）

伏
木
体
刈
づ
く
り
ク
ラ
ブ
A

2 I 
f¥1: fl'I: 

（汀一
川阿
市
）

つ
つ
じ
（
4
位）
，フ
ロ
ッ
ク

－
悦
耐
光
出
瀬
ク
ラ
ブ
（
問
問
先
町
）

2
院

C
Bク
ラ
ブ（

ぃ
以
出
附
川
山
町
）

※
女
子
の
部

ひ
す
い
（1
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

－
似
あ
じ
さ
い
｛
川
部
市
）

2
杭
メ
ル
ヘ
ン
ょ
っ
ぱ（小

矢
部
市
）

う
み
ひ
こ
〈2
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

l
似
火
山
森
山
ス
マ
イ
ル
（
明
日
町
）

2
位

山

の

川れ
ふ
く
の
（
制
野
町
）

や
ま
ひ
こ
（
3
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

i
位

あ

か

ね
（朝
日
町
）

2
位
福
光
水
曜
ク
ラ
ブ
（
福
先
町
）

つ
つ
じ
（
4
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

－
位
か
ぽ
す
大
分（

大
分
以
大
分
市
）

附
向
レ
デ
ィ
ー
ス

（
ぃ
以
京
都
附
e

川
市
）

2 
W. 

－
小
学
生
（6
年
生
）

お
名

さ
み
さ
と

梅
津
和
寿
、
作
佳
桁
、

年

m健
治
、
山
本
洋
姉
、
話
野
佑
衣
、

小
林
子
怜
、

川
中
梨
絵、

八
木
沙
織
、

行
本
俊
広
、
木
村
川
（
穀
、

J
M
義
作
菜、

ド
山
綾
喬
、
館
低
血
、
西
岡
利
品
、

（
円
成
翼
、
山
岡
将
大
、
東
附
頒
予

五
箇
庄

太
洋
平
也

南

保

H

川
本
卵
、
小
体
制
木
、
仏

政
．
側
、
川
川
水
尚
人
、
竹
内
叩
、
行

n汽
一
以
山
、
仁
川
汁
述
峨

あ
さ
ひ
野

次
述
附
側
、
石
川
傑
ぷ
、

小
杉
総
彦
、
脳
細
川
也
、

山
本
問
、

山
市
小
川
州
、
い
い
川
松
成
五
、
加
川
．
州
め
、

・2J丸
H
ド
眠
中
、

h
川
十
r
rH
H
h

・．

’I
S－－創
F
i
l
a
J
’br

l
！

－
中
学
生
（
3
年
生
）

時
名

山
行
什
汁
聡
、
竹
中
裕
口
、
．
内
向
日十紀、

中
山
桁
口
、
水
h
M
刊
作
、
水
町
wm
一
、

阿
部
出
及
川
、
山
山
州
市
ぃ
川
、
迫
分
純

一
、

高
松
消
J

円、
J

」．，野
符
哉
、
掛
け
汁

RAt－、

安
迷
久
真
、
草
山
述
由
、
水
品
降
仁
、

片
付
必
ιj

第
恰
閏
朝
日
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

（
り
ん
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

i
仙
川
市
川
凶
人

2
似
川
L
L
勝
之

県
五
月
杯
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（
χ
宇

奈
月
町
）

A－
成
作
’
K
下
l
仰
後
雌
美
和
f

Aマ
少

作
目

r
2山川
什阿波町山げ一

・
少
年
次
f

l
純
国
山
礼
f

2
似
次
述
岐
mh

第
灯
固
郡
民
体
育
大
会

（
%
1
サ
ン

リ
l
ナ
ほ
か
※
l
院
の
み
掲
級
）

。

一
般
の
部
マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
マ
一
部

エ
ク
ス
プ
レ
ス
マ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
レ

モ
ン
ズ
V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
家
出
掛
人

的
ク
ラ
ブ
V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
マ
山

子
川
ク
ラ
ブ
マ
ル
弘
子
山
ク
ラ
ブ
V
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
マ
初
此
以
上
ダ
ブ
ル
ス
愛

均
・
知
州
肌
マ
山
郡
山
出
い
州
人
．
部
以
什

・
山川

端
制
V
・朱
泊
マ
男
子
市
保
徳
武
V
剣
迫

マ
山
子
明
日
A
チ
l
ム

Y
ア
ニ
ス
マ
別

λ
J

削
n

A
マ
久
子
制
H
A
V
巾
球
マ
タ

r税
制
川
忠

rマ
印
代
・
印
代

m
r小

杉
ハ
れ
や
V
ピ
l
チ
ポ

l
ル
マ
山
λ
J

マ

日
成
以
上
N
．
w．
0
マ
刊
成
以
k
山
川

6
8
C
マ
ル弘
子
マ
目
成
以
L
L
V

日
N

U
S
8
マ
初
成
以
上
い
八
袋
店
レ
タ
ス

マ
m山
政
以
上
大
家
庄
ス
マ
イ
ル

O
中

学
の
部
V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
ω山
下
側
日

中
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
マ
シ
ン
グ
ル
ス
小

桜
愛
V
柔
道
マ
山
子
制
U
A
チ
l
ム
V

剣
迫
マ
出
f
叩
川
山中
V
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

マ
・
タ
チ
制

n中
V
M附
上
マ
出
f
マ
制

M
長
津
見
樹
マ

4
×
m

M
リ
レ
ー
制

日
中
マ
砲
丸
投
大
久
保
刈
央
マ
タ
l
ポ

ジ
ャ
ブ
投
々
的
誠
一
［
〉
砲
丸
投
梅
沢
久

必
O
児
改
の
市
マ
ネ
迫
マ
幼
児
辿
分
決

トA
マ
6
作
山
子
附
人
V
附トぃ
マ

l
o
o

O
M下
川
口
制
マ
心
山
川
跳
リ
M
m品
作
決
マ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
小
作
川
引

県
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

（
一
%
ぶ

貨
野
山
川
ぽ
か
）

0
・京辺
V
川山
子
マ
似
引
は
制
服
i
山川市
出
俊

制
マ
南
川
純
2
似
水
町
州
制
マ
川
体
l

rドれ－
d
校

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

（
九
州
山
ゴ
ル
フ

似
柴
崎
附
）

マ
グ
ロ
ス
の
部
l
杭
沢
本
詩
八

2
杭

水
島
幹
緒

3
位
坂
東
米
夫
マ
新
ペ
リ

ア
の
部
1
悦
訳
本
内
八

2
位
膝
聞
繁

3
位
旧
制
佐
木
M
M
マ
シ
ニ
ア
レ
デ
ィ
ー

ス
・
新
ペ
リ
ア
の

m
l似
佐
々
木
‘
脱

2
似
池
川
玲

r
3似
大
久
保ぃ店
主
f

北
信
越
高
校
体
育
大
会

（
九
制
介
叫

8月のスポーツ
・町内対抗ソフトボール大会

4白幽 19:15～文体グランド
・町民ソフトボール大会

6臼日 8:30～泊高グランド
・町民野際大会

6白日 8:30～文体グランド
．クラブ対抗野球大会
20日目 8:00～小丸山グランド等

・第8回町防犯ゲートポール大会
24自制 8:00～多目的広場

・スポーツ少年団競筏別大会
27日目 8:30～サンリーナ

ほ
か
）

O
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
川
体
V
男
子
2
佐
治

ぃ日間
校
V
什久子
l
依
泊
高
校

県
実
業
団
陸
上
競
技
大
会

（りふ

3
山

マ
mw
M
l
伏
流
松
川
ギ
マ
側
M
H
2

位
越
坂
宏
樹
マ
走
口
跳
2
悦
深
松
伝
挙

マ
砲
丸
投
l
位
向
九
州
郎
マ
4
×
削

開催

イI磯海J

この'r1J(主、 1J1:1＼·~也焦翁が「り4の綱llillJ 行！出lの述’，，

に、~町Iで詠んだとされるちのです 也ff.｛翁のよl：跡
を純一！もれさせるこ となく米；！~に総点していくため、
’y.f;］の行俳句大会．を開似します どなたでち参

加できます

M
リ
レ
1
2
似
制
円
R
SC

町
老
連
ゲ
l
ト
ポ
ー
ル
大
会

目
的
広
場
）

－
似
雌
即
時

2
位
山
附
B

3
仰
山
内
附

uu

政
闘
江
市
町
必
川

県
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
柔
道
選
手
権

（
広
高
岡
市）

マ
乃
は
級
2
似
υ凶
作
州
叫

（

V
O
多

8Jf271f(ll) 
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午後211午 消滅会

滞日1fi 柿1~~長I I {J.¥: 
( ~11 ；；~川大γ：－J lo1i＼ι[i)J,l 1'•iflllil

lV!:W fl.本）Jのある（Jl:'r1JJ
午後311午45分 1＜彰式II(J,'j•;J国旬；町、11 ・）.（ i~； J

8月27日（日）
『早稲の香俳句大会』

分け入るイiは「早稲の丹や

時

所

容

日
出
場
内

子供を溺水から
守りましょう

毎年このシーズンになると、

海や川、プールなどでの子供の

溺水事故のニユースを聞かされ

ます。

日本の子供の溺死数は、年間

300人近くに上り、その半数

は6～8月に起こっています。

発生場所は家庭内の浴槽が約

50%、プールが約10%、海、

JI I、池などが約35%を占めま

す。年齢と場所ではO～1歳代

で、 8割が家庭内の浴憎と特徴

的であり、 2歳を過ぎると戸外

での溺水が増加してきます。

溺水は発見後、ただちに適切

な心肺蘇生を行わないと、手遅

れになることが多く、予防がき

わめて重要です。

一番多い浴槽での溺水防止の

注意点は①ふろ場は乳幼児にと

って危険な場所と認識させる。

②子供同士で浴室で遊ばせな

い。③10叩の水でも危険であ

り、完全に水を流しておく。＠

浴室の入り口に鍵をかけるな

ど、目を離したすきに入らない

ように工夫をする。⑤浴槽のふ

たは厚くて固いものにする。⑥

親と一緒に入浴していても溺れ

ることがあり、必ず子供を先に

浴室より出す。などがあります。

普段から気をつけていらっし

ゃると思いますが、再点検して

みてください。... 
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News & Topics 

夏山シーズン到来
一朝日岳山開き登山会一

町のシンボル、朝日岳（標高2,418~ii,）の山開き
登山会が6月24日から 1泊2日の日程で行われ

ました。
毎年恒例となった登山会には東京都や新潟県か

らの登山蓄をきむ約100人が参加。小川温泉元湯

で入山武を行ってから、パスで越道峠まで移動。

テープ力ツトし、山開きを祝いました。

この日はあいにくの雨となりましたが、参加し

た皆さんは山頂を目指し、登山道を元気よく進ん

でいきました。

重の1日を楽しく演出
一宮崎海岸で海の日フエスティパJレー
ヒスイ海岸でア月20日、海の日フェスティパ

ルが開催されました。

このフェスティパルは、ヒスイ海岸が I日本の

渚百選Jに選定されたことを記念し始められたイ

ベントで今年で4回目となります。

会場ではピーチフラック大会やすいか割り、水

上バイク、漁船パレードなどのイベン卜が行われ

たほか、たら汁やたらの一本焼、浜焼きなど宮崎

ならではの昧貨が用意され、訪れた大勢の人は夏

の1日を楽しみました。

看護ののを学びました
一高校笠の 1日看護男学一

あさひ総合病院で7月11日、高枝生の 18看

護見学が行われました。

看護見学には看護婦を志す泊高穏や入善、魚津、

新川高校などから15人が参加。入院患者の血圧

測定や清拭、車いすの移動など実際の看護を体験

したのをはじめ、人形を使ったの肺蘇生法を掌び

ました。

参加した高校生は 「患者さんからのありがとう
と声を掛けられうれし力、ったJI大変だけどやり

がいのある仕事Jなどと話していました。

夢の架け橋を建設
一北陸新幹線長野高架僑工事の安全祈願祭一

北陸新幹線糸魚川｜ー魚津聞の長野高架橋工事安

全祈願祭が7月13日、長野地内で行われました。

町の新幹線工事はこれまでトンネル工事が申1e.1

で、長野高架橋は朝日 トンネルを抜けた場所に建

設。延長937伝で橋脚は17塁、完成は平成14年

12月の予定で、新幹線は地上約10ふの高さを走

ることになります。

安全祈願祭には、魚津町長をはじめ工事関係者

らが出席。神事に続き玉ぐしを捧げ、工事の安全

を祈りました。

ますます便利になりました
一公共パスの山崎線が運行一

スクールパスの空き時簡を利用した公共パスの

運行が南保 ・笹川地区で行われていますが、ア月

4日から山崎地区での運転もスター卜しました。

コースは山崎から南保を経由し、あさひ総合病

院、泊郵便局、役場などを結ぶ路線で、運行巴は

火曜日と金曜日の週2回。 1固の利用料金は大人

300円、小写生は150円で、利用券は役場やJA 

山崎吏所などで販売しています。

来年3月まで試行運転をし、利用状況芯どを見

たよで、~数や路線を横討することにしています。

Ne~s .~Topics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています。

tt83・1100 内線212へ

英語で楽しくコミュニケーション
一朝日中学校で国際交流会一

朝日町出身でアメリ力在住の大井憲枝さん一家

が7月ア目、朝日中掌校を訪れ、宝徒たちと交流

会を行いました。

憲枝さんと芙の正剛さんは泡出身で、約30年

前に渡米。；子供3人はアメリ力生まれ青ちで、正

剛さんを際く 5人が来日し、同校を訪問しました。

「国際交流会jでは笠徒約30人が参加。英語

で町や掌授の特徴を紹介した後、「アメリ力の掌

校で大きいイベントはjI伺が流行していますかj

などと質問。楽しく交流を深めました。

．闇



くらしの情報室
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このIじ1が社会福祉の1D1である。

0人を理解し0人をいつくしみ

朝 日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福 祉

団体です。

場所 朝日町福祉センター内

社会福祉協議会だより

fi83-0576 

ふくし

民生・児童委員女性部会
小杉町と交流研修

ハーパル・バレーおがわで
ボランティア体験講座開設

司『日F 可'8' ~ 

~ 朝日町の民生委員児童委員協議会

（全員59'8）の申で女性会員で組織す

る女性部会（部会長．居；度洋菩）では、

7月5日に小杉町の女性部会と交流

会を実施しました。

朝日町から会員17名が参加。小杉

町社会福祉会館で、小杉町の会員24

名と、お亘いの町での活動状況や

「吾育て玉援j、f2人喜らし老人の宣

援Jさらには主任児童委員の活動な

どをテーマに、活発な意見交摸を行

い、今後の朝日町での活動に生かす

ため、意義のある交流会でした。

ありがとう
あたたかい忘

ω朝日町善意銀行
(6月11B～7月10日）
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キウイフルーツ

将ii.コショウ…

レモンのスライス

クレソン

l人分エネルギー

I 99.2kcal 

きんき、 H側、すずき、たら、

作り方

①1'1身魚は皮と什をとり、端、コショウ、

ll句をふりかけ下l味を付けておく。

②小麦粉、 j容き卵、パン粉の）｜聞に付け、か

らりと防げる。

③キウイは1支をむいて哀ごしする。

~のrtr にフレンチドレッシングを加えて、
明く！11.t、コショウをして昧をととのえ、

キウイソースを作る。

⑤キウイソースを慌に人れ、その tに｜’l身
，（（（をのせ、レモンのスライス、クレソン

を飾る。

※i’｜身魚は、

さわら等

例

守
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以
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業 名 JI ｜イ 3品~－、 ＋次tノJl 
（対象者等 ） 受付時 llU

機能訓練 8月81-1（火）
i米地センター

(!J科学＂ I後遺症行） 13:00～13 30 

心の健康相談 8JJ71 1・2111

（予約；m し、ずれも（）Il 新川保健所
けもします0(fi52・1224)

13:00～14＇。。
痴ほうfl:.怪人のltlぷち交げます

女性の健康相談
毎ii!'.!!令曜｜｜

十m;:,: •'=> .！！山 13 30～15:00 
新！｜｜｛呆健1iJi

の身体的精神的自tiみ

赤ちゃん広場
BJ-11 11 （火）（妊婦 お誕生ごろまでの） i米地センター

i}f：.ちゃんとその／：｝：親 ※ 
JO:OO～1 I :30 

ゆめっこランド 8JJ81J ・2211 

（附r~~人f~j 9~ とその！な L、ずれも（火） 保健センター

親 ・家政 10:00～l I 30 

ゆめっこランド自由開倣
8J J I口（火）（附川入1Yr9U:-t-のf:J. 9:30～l J. 30 

保健センター

観 家族

3か月児健診 8) J 221:1 （火）
保健センター

(I 2fド5月生まれ ※） I 3:00～13:30 

3歳児健診 8) 124日（本）
保健センター

(9午2Jl、3Ji’I：まれ ※） I 3:00～13:30 

。健康体操教室及び健康相談（いずれも希望者）は8

月4目、 11日、 18目、 25日（いずれも金曜日）午

前9時30分から保健センターで、老人福祉センタ

ーでの健康相談は8月 1日、 8日、 22日、 29目、

（いずれも火曜日）午後 1時30分から、 8月23日

（水曜日）は基幹集落センターで、も行っています。

お気軽にお越しください。

も
‘’清水lllf とく名さんから快気飢いと

して 30,000111 

．江川政近il料IJさんから亡付作fさ

んが’L1iliお111：ぷになったお礼として

I 00,000l'J 

• 1lltl1有祈水野夫 ；・1子~んから 亡）~ iL: 

之輔さんが:.l1'1ii.JOIU:;i,riになったお礼

として 300 0001'1 
ゐ，．

一一一一一一一一一一一一一一 み強部
企 6月29日に植えたケナフの芭がこんなに大きくなりました（フ月14日撮影）

8月の休日救急診療当番医符甥～午後間
6日（日） 橘 医院 n82-0791 
13日（目） 寺 崎医院 H82-1118 
14日（月） 丸川病院 n83-3391 
15日（火） 伊東医院 n83-0504 
16日（水） 仮東病院 H83-2299 
20日（日） 申川医院 fi82-0120 
27日（日） 煩東病院 H83-2299 

※付子子I~.長持参

健康インフォメーシヨン
問い合わせ：保健センター 合 83-3309

お盆⑩ごみ淑集に3いて
お盆は次のとおり、ごみ収集が休みとなります。

の3日間は
休みです。

8月14白骨

8月15日ω
8月16日ω

tel闇第2・第4土曜日は外来｛木信（試t予）です。
急患は夜間 ・休日を問わず、24時間いつでも受け付けします。fi83-1160 。あさひ総合病院－・
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金婚夫婦をお祝い

町では、結納＇l=.mso~r を迎えられ

た念的X~1Iの方々をお祝いする f金

婚式祝い’l~~J を実施しています。

~.＇iJti50{1：に述し説勺すると思われ

るご夫払，1＼は、地JI:.の民’1：.委民か、役

場1建），~稲 M:,W1.":i1tt;i~lol祉係（宮内線 1 44)

までqiし川てくださL、

Iあさひ締lの栽活者を募集
南i米柿山(o:f純I介では、あさひ柿の

栽f{';(I・を募集しています

病；；；－虫のF>lil徐は組合υ~l1il) で itい、

せんAi:や摘出、収位、市刈りといっ

た竹JIUを行っていただくシステムで

す。

今1111は、約10アールのれIi盟主主ill L、。

の.l-JU，·~ fi・を持出します。 13年＇tほど

の怖の本が lカ所に約20本航えられ

ていて、 4,000個ほどの祭実を収隠す

ることが口［能です。

殺f［＇；は個人だけでなくグループや

家族でちOKて・す。

.なたの本箱

持t討を命令！されるJiは、小型、 q・1

J;,';I時 ~If:(n82-2082）まで辿絡くださ

朝日町立中央図書館

新しい本

e彊2・
まだ1-S＼みもみず 坦ふみ

聖の青春 大崎善宝

東大講義人間の現在① 脳を鍛える

立花隆

五木寛之

美輪明宏

つんく

加費美幸号

対象夫婦 11(1平U25'il'4Jll IIから1171：申し込み 9) J 1411（ねまで : r資約以1'.J.JrriJに「勤務先τH;Rキ：＿lifll ,W 

平1126｛ド3)131 l Iまでに結婚された夫； 問い合わせ ・申 し込み f.(t i It地域Iii世：側j の，iif.UJIを受け、健康保険証と作

財で、、1-=1戊Il 11: 4 J1 I 11以1iiiから特i：業；1111糾センター（宮24-9579) ：金子IPJ~ を泌えて、役場にJnl け けi をし

「Illlfにfu~rを有し、今後も引き続き： ；てくださL、。

店fl；する予定の）~Ill~。 ~ 行方のわからない人を娘す ； また、日け山をした後も、配！附

申し出期間 8JJ21H村～ ~ 相談所を開設 jが転II品や退服したとき、節目節rlに

8川21uon 
祝品贈呈日 n 11!1 ・会均等について

は、後円，；ゑ勺古に辿絡します

こころの天気図

天声美語

持祭ではfi fjのわからない人を般： J1tlけII＼が必要になります。

jすため8)J ＂＇、県 l人lの行作綴将と普： 掛けIllを忘れると、年金が少なく

：総本都鐙議諜lこ f相談所JをIJU，；立し：なったり、｛f金を受けられなくなっ

；ますa ：たりすることがありますので、ご日

LOV E論

こころを動かす言葉

超図解パソコン入門

っているc

: 01民主｛などを品：にしてfi fj不｜引にな jム神奈川県のJI：口総紋さんからmrへ
:tll 1文秀f'I江11111

工つスメディア

水野英毅

大橋巨泉

都出比呂志

版本勉

安岡章太郎

香川晴雄

ださい。

対象 的判｜！保叫 ~Iii r.tl：ボランティアオr1i: ご相談の際には、 nfi不｜リl叶iH与の

動に ｜見l心と立m；のある／jで綿：様 fやjJ~~~・などのわかる／j は、っ： n

続受訓11ff症なん・ ：などを持参してくださし、

受講料 j険料。ただし、受講 .1!"1：： 問い合わせ先

7f~H川鑑諸課 宮076 - 441-2211

入持惇鍛将 n12-0110 

年金だより

被つ叫訟の金作J
にaL
 

ふム

。

ん

す
る

で
い
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て

険

れ

保

ii 3号被保険行にJ安当したときは、

へおIIIし込みくださL、期限は8fl

211101)ですが、定t1(25名）になり次： JV'I＝.年金や共消組合などの被Ille;・ ; 
：年金に｝Ill人している配｛凶行に扶此さ

精神保健福祉ボランティア講座 ~o長い問、 ii'i.也がわからないa ；ぶださい。

日時 8JJ2411l初、 9Jl4 I l0Jl・20 ~ 0犯非や交辿事的などの被苫行にな・

印刷、 I0 J J 5 LI(~~ 2 4 I I （始、； っている11f能性がある ；ご寄付ありがとうございました

など、ご心配な／jは、ぜひご十11.l炎く：ムJ;f~J；（仰の引野圭li］さんから町へ

囲喜仙人

巨泉

王陵の考古学

イスラーム巡礼

戦後文学服浪記

生活習慣病を防ぐ

日本の妖怪百科（全5巻）JI: I l文禿作品

：ム折谷他殺 l：業（株）さんから町政発

恨のため 30Jil'I 

岩井宏貫監修

mm 
本能寺(1ニ下）

閉読者

8月は I電気使用安全月間lです。 ；包宮彰一郎

B・シユリック

I I JI I・. iu ・ I l川2811(刈

’Hをln.~30~｝～ 311与30分

内容 r:w?i1 1附持行の111 lW1~ J や｝｜会復

九1:細心などのは♂？

：（，•； に要する交辿r~は叉議千t・

n 11-1になります

申し込み 新川保随所（fi52-1224)

第締め切ります

ワープロ初心者講座

パソコンJllワープロソフトによる

基本線作と文，If作成を＂ ＇心とした初

心行の打の，i/17践です。

日時 9JJ26卜｜（刈、 2711（村

午前l〔）II与～’｜二後411年

コードを引っ張るのはやめましよう。

ギャングスタードライブ 戸梶圭太

花探し 林真理吾

タイムライン（上下）

M・ つライトン

ブラッド 窟阪鬼一郎

語碩の木枇杷の木修樺の木

江圏香織

ほんくら

：満州探偵大連の極

宮部みゆき

楠木誠一郎

レベリオン 放課後の殺観音

三雲岳斗

火天風綿 苔竹七海

本の紹介

？除雪；
ー 憾。 zIBド

『夫
と
ふ
た
り
き
り
！
』

中
村
メ
イ
コ

三人のミ子供たちが狙立して、現在

は夫とふたり器らし。吾首てと親膏

てが終わったら、 f夫青てjが得って

いた l 結婚以来43年、初めて訪れ

た夫婦ふたりだけで向かい合う日々。

たまたま目が合うと、どうしていい

のかわからなくて、意昧もなくにつ

た

し

五

だ

な

け
ん

ら

そ

さて

－つべ
ま

す
し

を
で

常

ん

臼

笑

の
ほ

ち

。

ほ

っ

冊

り

ぽ

一

こ

り

た
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2 電通自邸彊免長

不問

不問

. -1-1 … …’s置器；；~；，~~－ 1 9 レストラン（厨房118才～ 720～1.000 vn 5 不問
｛パート1 50才 符間給） 他

一 「 門 ～ c • aーし 竹内－－1 1¥1¥f¥.帥 T ー
本間

（財）北陸電気保安協会

町の工事発注状況 （500万円以上）
一このコーナーはlllfが入札したものを制。｜世しています一（HJ2.6.1～6.30) 

1 ・Ii

~91 1 1~.1 •~n然公｜占1 ~r~1，師、II~

5崎駅前公J~ トイレ祈築 1: ·1l

胞t:J

下f曲EI 1211 s 11 2:i.li20.ooo I j、11 l今 1世1f1;JI 1師u望高； 定員 20約（Jt{llla'O

受講料 2.0001＇］（テキスト代込み）

- O国勢調査にご協力を。 ~＝~io:~fii:' ：：~：：~2：：：：：~活；資に…す。跡叫山内の方カf 08月の納期 町県民税（第2期 ）～納税は便利な口座娠替で～

くらしの情報室 E
1 1m tim I I ivinCI Inf⑥ 

8月の脅種相談
〈栂霊長は無料です〉

1目的 心 配ごPと相 談

13:00～16:00 福組センター

2日制結婚相 談

13:00-16:00 福祉センター

7日伺裁判所出張調 停相談

1 0: 30-1 5: 00 福祉センター

8日附 心配ごと相談 ・母子父子相談

13:00～16:00 福位センター

9日制 年金相談

10:00-15:00 役湯会務室

行政相談、 人種・登記相談

17日制心配ごと相談

13:00～16:00 福祉センター

22日火心配ごと相談

13:00～16:00 信組センター

年金相談

23日制I10:00-15:00 役湯会~n室
結婚相談

13:00～16:00 福祉センター

29日1出心配ご‘と相談

13:00～16:00 福他センター

~け付け時間 同～金曜日

8:30～17:00 

専用電話 宮83-1920

8月のガソリンスタンド休日当番店

6日（日 小川石油 ft83-3033 

13日（日 全店営業

20日（印 浜間商店 宮82-0578

27日（日 中央農協 宮83-1135

349 
(287) 

102 
(76) 
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［町の人口］ 平成12年7向1日現在

人口 16,396人 （・6)

男 7,722人 ｛・5)

女 8,674人 ｛・1)

世帯数 5, 157 (+ 5) 

( ) I~前月比

・' 
．お問い合わせ

朝日町役場総務課秘
〒939-0793
朝日町道下1133
~ 83・1100 FA×83-1109 

・ホームページ
http://www. town. asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

ない、ろKAtJ情報
n83・3700

特別養護老人ホームおあしす新川
職員募集

採用予定人員

！＞生活指導員 ……－－－・........Iお

！＞介護職只 ・・・一－－－…......J2:}rnU£t 

b行設 f － 一一一ー－ …・・・・・…・・・・ I 名

受験資格

！＞’u目指将日

,・::i等学校以上を卒業した人で、r-1:

会制 ~Jt tの資絡を1-iする人または、｜仁

成 I3ft: 3けまでに取得見込みの人

鳴き刻ラ為夏O)il閣制僧
なないろKA NガラスTl刀では、今年も公開；l~J作を闘能します。 全国より

若手作家が米財し、「おくりものJをテーマに作品制作を行います。

}1休みの思い出に｜吹きガラス制作Ml；止をのぞき にいらしてくださL、作品

はイベント終了後、釘H人lて・l坂必します。

日 時 8J'.3 26 u （上） ・ 2711 (11）’F1ii/ 1011午～午後4時30分

(11；午～午後 111れま昼休み）

場 所 なないろKA Nガラス J:/1}

招待作家 秋野陽下さん（pj1{,illlM) 瀬川良~太郎さん（イけ 1 1 f.~） 納11·－てp.さん（長野県）

雪 告
コN

夏休み！工作宿題かけこみ寺

参加者募集！

費用 小予’I:t人l作品l.500fTJ

内容 ガラスのコップに咋用の絵

の ~1で絵を柿きます。 （ l 時間科度）

作品｛土スタッフが焼き付けるので、

匂｜｜渡しになり ます。

募集人数 40人

持参用異 絵の具の官、 絵の ~1打l

バケツ、ぞう きん、何れでもよい

Ill~尖でお厳しください。

申し込み なないろKAN 

n83-3700 

※予約のみの受け付けになります。 ~ 

なないろ KA Nガラス 1:11-：では、
小学生を対象にガラス絵Hit体験

教京を1mきます。

ガラスのコ ップに絵をl'I山にti'ii

いて、焼き付けることができます

新学WI に ll~l に作うようにお Fパに

/illくようにしますので、五li本みの

1：作li'i，也にいかがですか

日時 8JJ271」（Fl) 午fJl/1011午～

子

受験用紙交付 8月l011（村まで

受験受付け期間 8JJ 1011（.村まで

試験日 9凡 17Ll(IJ) 

問い合わせ先 白山刑務所U!'.fo,W

侶
あじわい館イベント

Iら・こんせーる・のくちゅーるJ

ガーデンコンサート

日時 8JI 5 Cl（上）

午後6時30分～

8月の営業について

休館日..・ t I I・8U・22Ll・291:1

あじわい館の営業

0 f支1111休業 21l::l.281:1

o f.本 ~II 30n 
o rtし切り l 511・25n...終日

201:1 ...午後2時～

5時

陶芸休房日 2511～31「lじ！？
なないろKA NあじわL吻1

アゼリアホール情報 n83-2000 

8/26（土） 富山県婦人会館事業「家庭教育セミナーj映画「ユキエJ
続の部 l3:30～ 似の；＇；11I 9:00～ 

i'Ii／ ~'i; り 9001 ’ l 何 11 1 ,000 1 '1

申し込み 午.i1e;qv1館（ft82-l 294) : ！！！~判的仰をfi L、ます

初めての万でもで きる教本です《：日時 8 J J 141101))、15ト｜（刈

主託子での参JJllfJお待ちしています。 ： i別館II年11"1は午前911与～午後51時

：ただし、交けHけは’l：後41時までで

：すv

：対象 広縦あさひ8)jりを持参の方

とl1iJf'U'1・2名の”1・3白

ただ今、 fff/ill.~代の先制：j 第二！”

：民j を8J J 3 I I IC~－：））まで｜刻m1 i11 です

：お侃!9111¥J1I1 l主体まずIJHtll'fしています

：ので、併さんのご~~町（をおf.Y, らして
：いますの

：問い合わせ ｜’i川脈kl抑制

宮 83-0I 00 

§ 

：児童扶蔓手当・特別児童挟養
手当の届け出を忘れずに
i!l fr、子勺の必~を受けている ／j

：は、I児，1'j'¥1J: 母子勺.fJli兄lttiJ f特別児

•'i'i:扶佳子 勺 j折 1'.J.状況htiJの向け:uの

：必裂があります 受給行には案内し

ますので、指定のJUJ1111内にお越しく

ださい

なお、 Wlll¥ll人lにhilけ山をしないと、

8 J J以降のF勺が受けられなくなる

均r~がありますので、ごil'. ,¥,1:くださ

日しく は他W H1i M: ,l~U山h州，＼ ~It係

~ (ftf立以内線142）へお11¥Jl、合わせくだ

I' ( iuJ II不足術館では、 地fl:の／jに！ぶ： さい「

く ）~ylii ftl'iを知って いただけるよう、

〉介.~~i'Ul

品・：j等学校以 l：を本業し、 50絞まで

の人で、介..~制lit 上またはへルパー

て守＝の白桁をれする人または'f・JiX13 {f 

3J 1までl(i(仰は込みの人

b行．堕｜：

勺 l淡町桁をHする人または、I~I戊13

{1: 3 ! 1までにlllf~J＼見込みの人

住所要件

人月lllf ＆ぴ~.I~i:il IP 、’：~ 11 1 lllf、下奈

川 lllf に ｛！？所をれする人 ま たは’下~ ~~＇；

のために似Illしている人

〆’円

くらしの情報室 E
L i、 i i"~”rrorr 叫ifJr I 

試験日・会場

第 li九試験 9) 12711 （水）

武村弘iht会館

申し込み

交験tJ1 j6 ,Ifは8JJ28けから 9Ji 11 

11まで制 ｜｜町役J坊位以制M:.:!l！または

おあしす祈川デイサービスセンター

で必Hします。

問い合わせ

社会Iii¥~II: il；人おあしす新川デイサー

ビスセンターj),J(ft74-2755)

~姐
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作

ト
化
時
枝
さ
ん
の
絵
は
ほ
と
ん
ど
化

の
給
で
す
。
化
の
削
聞
を
じ
っ
と
は
つ

め
る
と
花
の
ほ
う
か
ら
無
邪
気
な
ほ

一
ほ
笑
み
を
尚
帽
に
し
て
私
を
拙
い
て

く
だ
さ
い
と
、
叫
ぶ
よ
う
に
呼
び
掛

け
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
化

と
の
交
感
か
ら
た
く
さ
ん
の
花
の
絵

が
作
れ
ま
れ
ま
し
た
。
ど
の
花
の
給
も

小
さ
な
絵
か
ら
大
作
ま
で
、
ど
れ
も

不
思
議
な
乍
命
の
常
み
の
似
で
あ
る

芯
の

m分
の
め
し
べ
な
ど
を
ト八
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
化
び
ら
は

州
耐
か
ら
は
み
出
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

そ
れ
ら
の
花
の
絵
の

小
で
こ
の

「ひ
ま
わ
り
」
の
絵
だ
け

は
、
．
比
一山
か
ら
の
化
の
創
を
附
い
て

い
ま
せ
ん
。
花
び
ら
を
支
え
て
い
る

い
化
介
を
災
側
か
ら
、
と
げ
と
げ
し
く

力
強
い
ヂ
ド
バ
味
な
形
を
大
き
く
附
い

て
い
る
の
で
す
。
決
し
て
夫
し
い
給

Ji; Ill 
人，:t.；聞I

金 111
入／，1111r
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小矢il1li
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q
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JV由

”市山
川

を

？；彦
］；；奇芸作

仙

川

英

聡
f 

11'( 

本t

ヒロ

政
i米

ム一
H
r
以

i
j
 Ill 
j除

｝引｛J

と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

彼
ル
%
は
山
化
の
夫
し
い
色
彩
に
魅
せ

ら
れ
て
絵
を
書
き
始
め
た
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
ひ
ま
わ
り
の
花
だ
け
を
ほ

か
の
化
々
の
よ
う
に
正
州
か
ら
州
か

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
あ
の
あ

ま
り
に
も
有
名
な
ゴ
ッ
ホ
の

わ
り
」
の
名
作
を
必
減
し
て
、

日
開
の
掠
抗
を
感
じ
た
た
め
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
花
刷
の
幣
っ
た
美
し

い
佑
の
形
を
つ
く
っ
て

い
る
の
は
じ

つ
は
そ
れ
を
ぷ
え
て
い
る
も
の
や
、

こ
の
不
思
議
な
美
し
い
花
を
咲
か
せ

て
い
る
の
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か

を
・
ぶ
し
た
か
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
「
ひ
ま
わ
り
」
の
作
川
は
、

彼
女
の
物
を
け
ん
る
悦
点
や
発
担
が
い

か
に
日
山
で
鋭
い
感
性
の
り
ち
ド
．
で

あ
る
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で

き
る
作
川
の
一
つ
で
す
。

「ひ
ま
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F耳

｜話j治（74)

J~ 汗 （ 75)

イ~~｝. ( (68) 

m・本fMXf!ll(85l 

:n1~ (76J 

ll{f怯（72)

1克典 （49)

；叫川

長JI:

i長Jll

ドi‘準

米丘

松出

あ
る。！〈仰21.1..限設（74)J雌川

・塁E

之
さ
ら
広
報
室

V

A
J
川
り
で
ご
制
介
し
た
よ
う
に
、

主
時
枝
さ
ん
に
お
訴
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中I
H
、
配
さ
ん
は
州

絵
の
民
心
作
浪
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、

久
間
米
か
す
り
の
ラ
フ
な
パ
ン
ツ
ス

タ
イ
ル
。
側
に
は
、
点
の
市
川
内
．

さ
ん
が
優
し
く
寄
り
添
っ
て
い
ま
し

た
V
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
ち
ら

の
っ
た
な
い
白
川
に
．
l
向
’
に
党
い
え
て

い
た
だ
き
、
試
さ
く
で
、
制
し
み
や

す
い
万
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た

V
展
ぶ
さ
れ
て
い
る
油
絵
の
中
で

一

点
だ
け
、
ご
ム
H
’
川
河
の
れ
像
州
が
あ
り

ま

す

こ

の
門
仰
向
は
カ
サ
プ
ラ
ン

カ
の
絵
の
1
．
に
州
い
た
そ
う
で
、
よ

く
見
る
と
円
の
中
に
カ
サ
プ
ラ
ン
カ

が
残
っ
て
い
ま
す
。
十
刊
さ
ん
は

｛火

艇
で
す
か
ら
、
私
－b
市
で
す
よ
ね
」

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
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